
思
い
を
、

　
　
届
け
る
。

【
特
集
】
ア
グ
リ
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
レ
ン
ジ
事
業

3　TSUNAGI　 

津
奈
木
を
代
表
す
る
野
菜
の
「
サ
ラ
ダ
玉
ね
ぎ
」。

辛
み
が
少
な
く
、
み
ず
み
ず
し
い
の
が
特
長
で
す
。

津
奈
木
町
で
は
、
食
・
農
・
環
境
教
育
の
一
環
で
、

10
年
前
か
ら
耕
作
放
棄
地
で
、

町
、
小
学
校
、
農
家
が
一
体
と
な
り
、

サ
ラ
ダ
玉
ね
ぎ
の
栽
培
を
体
験
し
て
い
ま
す
。

コ
ロ
ナ
禍
の
中
、
こ
と
し
か
ら
栽
培
だ
け
で
な
く
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
販
売
に
向
け
た
、

ウ
ェ
ブ
ペ
ー
ジ
作
成
に
小
学
生
が
挑
戦
。

「
た
い
が
う
ま
か
け
ん
、

全
国
の
み
ん
な
に
も
食
べ
て
ほ
し
か
―
」

小
さ
な
学
校
で
始
ま
っ
た
、

大
き
な
挑
戦
に
迫
り
ま
し
た
。

小
学
生
に
よ
る
新
た
な
挑
戦
―
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津
奈
木
町
で
は
、
２
０
１
３
年
か
ら
耕

作
放
棄
地
の
有
効
活
用
と
食
・
農
・
環
境

教
育
を
目
的
と
し
て
、
小
学
生
が
サ
ラ
ダ

玉
ね
ぎ
の
苗
植
え
と
収
穫
を
し
て
い
ま
す
。

こ
の
サ
ラ
ダ
玉
ね
ぎ
は
つ
な
ぎ
Ｆ
Ａ
Ｒ
Ｍ

の
取
り
組
み
で
、
農
薬
や
化
学
肥
料
を
で

き
る
だ
け
抑
え
た
「
減
肥
料
・
減
農
薬
栽
培
」

で
育
て
ら
れ
た
も
の
。

　

収
穫
し
た
玉
ね
ぎ
は
、
学
校
給
食
へ
の

利
用
や
東
日
本
大
震
災
と
熊
本
地
震
の
被

災
地
へ
贈
ら
れ
て
い
ま
し
た
が
、
２
年
前

に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で
休
校

に
な
り
、
実
施
で
き
な
い
状
況
に
。
行
き

場
を
な
く
し
た
サ
ラ
ダ
玉
ね
ぎ
を
救
う
べ

く
、
株
式
会
社
食
文
化
が
運
営
す
る
通
販

サ
イ
ト
で
販
売
し
た
と
こ
ろ
、
完
売
す
る

だ
け
で
な
く
、
購
入
者
か
ら
お
礼
や
再
購

入
し
た
い
と
い
う
手
紙
が
届
き
ま
し
た
。

　

こ
れ
を
き
っ
か
け
に
「
小
学
生
に
消
費

者
へ
商
品
が
届
く
ま
で
の
仕
組
み
、
販
売

の
お
も
し
ろ
さ
を
知
っ
て
も
ら
い
た
い
。

そ
う
す
る
こ
と
で
食
・
農
・
環
境
教
育
に

さ
ら
に
深
み
が
で
る
の
で
は
な
い
か
―
」

そ
の
思
い
か
ら
町
と
株
式
会
社
食
文
化
が

「
子
ど
も
の
農
業
を
通
じ
た
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン

グ
学
習
に
関
す
る
連
携
協
定
」
を
結
び
、

本
事
業
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

６
年
生
は
同
社
の
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
で

ウ
ェ
ブ
ペ
ー
ジ
の
作
り
方
や
メ
ー
ル
マ
ガ

ジ
ン
の
書
き
方
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
（
市

場
戦
略
）
を
学
び
ま
し
た
。
ウ
ェ
ブ
ペ
ー

ジ
の
ト
ッ
プ
画
面
に
は
、「
え
っ
！？
小
学
生

が
会
社
！？
」
や
「
津
奈
木
小
の
サ
ラ
ダ
玉

ね
ぎ
は
み
か
ん
と
同
じ
甘
さ
！
」
と
い
っ

た
印
象
的
な
フ
レ
ー
ズ
が
使
わ
れ
て
い
ま

す
。
生
で
も
甘
く
、
熱
を
通
す
と
さ
ら
に

甘
い
特
長
を
「
二
刀
流
」
と
表
現
し
、
レ

シ
ピ
を
紹
介
す
る
こ
と
で
、
魅
力
を
ア
ピ
ー

ル
。
ま
た
、
日
本
四
大
公
害
病
の
一
つ
「
水

俣
病
」
が
あ
っ
た
過
去
を
教
訓
に
、減
肥
料
・

減
農
薬
で
栽
培
し
て
い
る
こ
と
も
載
せ
て

い
ま
す
。

　

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
教
育
の
中
で
、
消
費

者
の
ニ
ー
ズ
を
考
え
、
工
夫
し
、
完
成
し

た
ウ
ェ
ブ
ペ
ー
ジ
。
販
売
さ
れ
た
サ
ラ
ダ

玉
ね
ぎ
３
０
０
箱
は
、
数
日
で
完
売
し
、

大
き
な
反
響
が
あ
り
ま
し
た
。

サ
ラ
ダ
玉
ね
ぎ
が
届
く
ま
で

　

Ｊ
Ａ
あ
し
き
た
津
奈
木
青
壮
年
部
の
協
力

の
も
と
、
昨
年
12
月
の
植
え
付
け
か
ら
始
ま

り
、
半
年
か
け
て
育
て
た
サ
ラ
ダ
玉
ね
ぎ
。
活

動
に
励
む
小
学
生
た
ち
の
姿
を
流
れ
に
沿
っ

て
紹
介
し
ま
す
。

1_ 小学生が作ったウェブページ／2_ページ内
にはサラダ玉ねぎのおいしい調理法なども掲
載。写真は保護者の中で開催された写真コン
クールで選ばれたもの／3_ウェブページに書
き込まれた商品レビュー。評価はなんとすべ
て星 5／4_ 購入者から届いた心温まる感謝
の手紙

町の魅力が色鮮やかに描か
れた箱の中に、おいしそうな
サラダ玉ねぎと、小学生が
書いた感謝の手紙が入れら
れました。

出荷
オンライン授業を含む計10
回の授業で学んだことを基に
作成。サラダ玉ねぎの魅力
と子どもらしさあふれる記事
が完成しました。

ウェブページ作成
大きく育ったサラダ玉ねぎ。
傷を付けないよう、丁寧に
収穫しました。その収穫量は
なんと3.5㌧。小学生の思い
が一つ実った瞬間でした。

収穫
出荷される段ボールには、町
の名所や柑橘、魚介類など
さまざまな特産物が描かれ、
かわいらしいデザインになり
ました。

段ボールデザイン
全国の農産物の値段当てク
イズなどを交えて楽しく授
業。小学生はサラダ玉ねぎ
の歴史や生産量などを調べ
て発表しました。

オンライン授業
サラダ玉ねぎが大きく育つた
めだけでなく、畑の景観を守
るために草取りをしました。
地味な作業ですが、とても
大切です。

草取り
約15㌃の畑に一本一本苗を
植える作業はとても根気が
必要です。おいしく育ってほ
しいという思いで取り組みま
した。

植え付け

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
き
っ
か
け
で

始
ま
っ
た
取
り
組
み

サイトで販売したサラダ玉ねぎの売り上げの一
部を小学生へ寄付した株式会社食文化の井上真
一さん。来年の販売に活用する予定

1

2 3

どうすれば魅力が伝わるのか―
小学生たちが話し合い、考え、さまざまな工夫をこらし完成したウェブページ。
サラダ玉ねぎの魅力を伝えたい、そして味わってほしい―。
思いがこもったウェブページが公開されるまでの裏側を追いました。4
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箱に詰めた、ふるさとの香りと思い―
毎年５月に開かれる「サラダ玉ねぎ収穫体験」。収穫後は、小学生が「段ボールデ
ザイン」「箱詰め」「お礼の手紙の収納」も手がけました。小学生や先生、農家に
話を聞くと段ボールには入りきらないほどのたくさんの思いが詰まっていました。

　

５
月
20
日
㈮
、
３
～
６
年
生
が
津

奈
木
保
育
園
近
く
の
畑
で
サ
ラ
ダ
玉

ね
ぎ
の
収
穫
を
体
験
。
Ｊ
Ａ
あ
し
き

た
津
奈
木
青
壮
年
部
・
女
性
部
の
協

力
の
も
と
、
収
穫
に
臨
み
ま
し
た
。

　

苗
植
え
、
草
取
り
な
ど
、
苦
労
を

乗
り
越
え
育
て
た
サ
ラ
ダ
玉
ね
ぎ
。

小
学
生
は
一
つ
ひ
と
つ
丁
寧
に
収
穫

し
、
コ
ン
テ
ナ
で
運
び
ま
し
た
。
元

は
耕
作
放
棄
地
だ
っ
た
こ
の
畑
で
す

が
、
つ
な
ぎ
Ｆ
Ａ
Ｒ
Ｍ
の
取
り
組
み

に
よ
り
以
前
の
よ
う
な
景
観
と
栄
養

の
あ
る
、
豊
か
な
畑
へ
と
復
活
。
こ

と
し
は
約
３
・
５
㌧
の
サ
ラ
ダ
玉
ね

ぎ
を
収
穫
で
き
た
そ
う
で
す
。

　

収
穫
さ
れ
た
サ
ラ
ダ
玉
ね
ぎ
は
、

同
月
24
日
㈫
に
５
・
６
年
生
に
よ
っ

て
購
入
者
へ
の
感
謝
の
手
紙
と
一
緒

に
、
全
国
へ
届
け
ら
れ
ま
し
た
。
出

荷
さ
れ
た
箱
に
は
、
現
在
の
２
・
３

年
生
に
よ
っ
て
津
奈
木
町
の
名
所
や

特
産
物
が
色
鮮
や
か
に
描
か
れ
て
い

ま
す
。
こ
れ
は
「
全
学
年
が
こ
の
取

り
組
み
に
関
わ
っ
て
ほ
し
い
」
と
い

う
先
生
の
思
い
か
ら
で
し
た
。

　

ほ
と
ん
ど
の
学
年
が
そ
れ
ぞ
れ

の
役
割
で
取
り
組
ん
だ
本
事
業
は
、

ウ
ェ
ブ
ペ
ー
ジ
の
見
出
し
文
に
あ
っ

た
「
学
校
で
会
社
を
経
営
し
て
い
る
」

よ
う
な
取
り
組
み
と
な
り
、
新
聞
各

社
に
も
取
り
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　ウェブページを作るときに、サラダ玉ねぎを多面
的に見て要素分解し、商品として魅力的な部分と逆
にマイナスな部分について考えました。また、若い
人にも興味を持ってもらえるよう、流行語を紹介文
に取り入れたことも工夫の一つです。本当に売れる
のか心配でしたが、完売したことを知りとても驚き
ました。
　今回学んだことは、インターネットを通じて画面
の向こう側には人がいることをよく考えることです。
サラダ玉ねぎを買ってくれる人のことを思い、ウェブ
ページを作ったことはとても良い経験となりました。

大事な言葉は
「要素分解」

野﨑　雅貴 さん（中尾）

　農業体験の中で楽しかったことは、苗植えです。
広い畑全てに植え付けが終わったときは、とても達
成感がありました。一番大変だったことは、収穫し
たサラダ玉ねぎの根と葉を切る作業です。１㌢くら
い間を空けないと、皮が割れて見栄えが悪くなって
しまいます。買ってくれた人においしく食べてほしい。
そして来年も買ってもらいたい。そんな思いで、作業
を頑張りました。
　来年は私たちがウェブページを作ります。より多く
の人に心を込めて作ったサラダ玉ねぎを届けられる
よう一生懸命取り組みたいです。

体験して知った、
農業の大変さと楽しみ

濵田　悠伸 さん（丸岡）

　小学生に町の特産物であるサラダ玉ねぎができる
までの作業を体験してもらい、農業に少しでも興味
を持ってもらえたらうれしいです。農業体験で収穫や
出荷だけでなく、自分たちで売り込む。このような
貴重な経験をしたことは良い思い出になるのではな
いでしょうか。これから小学生が出会う人たちにそ
の思い出と一緒に町の魅力も伝えて欲しいです。
　未来を担っていく小学生が、町の特産物やそれに
関わる人たちと直接ふれあうこの事業をもっと多く
の人に知ってもらい、少しでも農業の活性化につな
がればと思います。

サラダ玉ねぎを
思い出の 1ページに

林　辰德 さん（倉谷）

　最初は本当にできるのだろうかと不安もありまし
た。しかし小学生たちは見事にやり遂げ、とても感
動しました。今回の取り組みの目的は、物事を多面
的に見てもらうこと。そしてサラダ玉ねぎの生産か
ら販売までの全てに携わるという「キャリア教育」
を受けてもらうことです。特に、販売に携わること
で物やお金の価値を考える機会があったことは小学
生たちにとって貴重な経験だったと思います。
　この素晴らしい取り組みがさらに盛り上がるよう、
保護者の皆さまや津奈木町の発展に関わる人たちの
ご協力をいただければうれしいです。

物の「価値」
について考える

今嶋　英明 さん

参加者の声

1_トラックいっぱいに積まれたサラダ玉ねぎ。全国の購入者へ届けられた／2_
出荷された箱の中には児童からの感謝の手紙とつなぎＦＡＲＭのパンフレット／
3_サラダ玉ねぎの根と葉を切る作業。意外と難しい／4_ 重さを調整しながら箱
詰め／5_ 大きくなったサラダ玉ねぎをいざ収穫

　　【特集】【特集】思いを、届ける。

1 2 3

4

5

教頭 JAあしきた津奈木青壮年部長 ６年生 ５年生
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　　【特集】思いを、届ける。

　

私
が
食
で
感
動
を
味
わ
っ
た
の
は
、

娘
が
授
業
で
収
穫
し
た
大
根
を
食
べ

た
と
き
で
し
た
。
こ
の
感
動
を
子
を

持
つ
世
代
だ
け
で
な
く
、
も
っ
と
幅

広
い
世
代
に
知
っ
て
も
ら
い
た
い
。

そ
ん
な
思
い
が
き
っ
か
け
で
こ
の
取

り
組
み
を
始
め
ま
し
た
。

　

物
の
価
値
は
お
い
し
さ
や
品
質
だ

け
で
は
決
ま
ら
な
い
と
私
は
思
い
ま

す
。
生
産
者
の
思
い
や
産
地
の
文
化

を
伝
え
る
商
品
は
、
そ
れ
だ
け
で
大

き
な
価
値
を
生
む
は
ず
で
す
。
実
際

に
小
学
生
が
作
っ
た
サ
ラ
ダ
玉
ね
ぎ

に
は
、
商
品
と
し
て
の
評
価
だ
け
で

な
く
、「
あ
り
が
と
う
」
や
「
感
動
し
た
」

と
い
う
手
紙
が
届
き
ま
し
た
。
こ
れ

は
か
な
り
珍
し
い
こ
と
な
ん
で
す
。

　

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
を
学
ぶ
う
え
で

小
学
生
に
一
番
覚
え
て
ほ
し
か
っ
た

こ
と
は
「
多
面
的
に
見
る
」
こ
と
で
す
。

サ
ラ
ダ
玉
ね
ぎ
が
生
産
さ
れ
て
い
る

津
奈
木
町
は
ど
ん
な
町
な
の
か
、
ど

ん
な
工
夫
を
し
て
栽
培
さ
れ
て
い
る

の
か
、
誰
が
作
っ
て
い
る
の
か
な
ど
、

そ
れ
ぞ
れ
の
要
素
に
分
解
す
る
と
一

つ
ひ
と
つ
の
良
い
所
が
見
え
て
き
ま

す
。
こ
れ
を
消
費
者
に
伝
え
る
こ
と

が
で
き
れ
ば
、
玉
ね
ぎ
が
好
き
な
人

は
も
ち
ろ
ん
、
そ
う
で
な
い
人
に
も

津
奈
木
の
サ
ラ
ダ
玉
ね
ぎ
の
良
さ
を

よ
り
理
解
し
て
も
ら
え
る
は
ず
で
す
。

　

物
事
を
「
多
面
的
に
見
る
」
こ
と
は
、

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
に
限
ら
ず
、
こ
の

先
の
人
生
で
重
要
な
こ
と
で
す
。
人

生
の
壁
に
ぶ
つ
か
っ
た
と
き
、
物
事

を
多
面
的
に
捉
え
、
分
解
し
て
考
え

る
こ
と
で
、
未
来
は
大
き
く
変
わ
り

ま
す
。
今
回
の
取
り
組
み
の
中
で
小

学
生
に
こ
の
力
が
少
し
で
も
身
に
付

い
て
く
れ
た
ら
う
れ
し
い
で
す
。

　

津
奈
木
町
は
ア
ー
ト
と
自
然
に
恵

ま
れ
た
素
晴
ら
し
い
町
で
す
。
今
回

の
取
り
組
み
以
外
に
も
い
ろ
い
ろ
活

動
を
し
て
い
て
、
行
動
力
あ
ふ
れ
る

活
気
あ
る
町
で
も
あ
り
ま
す
。
こ
れ

か
ら
も
、
町
と
子
ど
も
た
ち
の
力
で

地
方
の
食
文
化
を
さ
ら
に
盛
り
上
げ

る
こ
の
活
動
が
続
く
こ
と
を
願
っ
て

い
ま
す
。

舌
だ
け
で
な
く

心
で
感
動
を
味
わ
っ
て
ほ
し
い

多
面
的
に
商
品
の
魅
力
を
考
え
る

株式会社食文化　取締役

井上　真一 さん

生産者と一緒に、食卓に「元気」と「幸せ」を届けたい―
その実現を目指して、全国各地の食材を取り扱う通販サイト「うまいもん
ドットコム」、「豊洲市場ドットコム」などを運営している株式会社食文化。
小学生にオンライン授業をした井上真一さんに話を聞きました。

生産者と消費者をつなぐ架け橋に。
食の力で元気と幸せを届けたい―

【株式会社食文化】

　　【特集】思いを、届ける。

子
ど
も
た
ち
と
津
奈
木
町
の

農
業
の
未
来
を
見
据
え
て
―

サ
ラ
ダ
玉
ね
ぎ
を
育
て
、

そ
の
魅
力
に
つ
い
て
考
え
、

消
費
者
へ
届
け
る
。

小
学
生
は
、
今
回
の
事
業
で
、

多
く
の
こ
と
を
学
び
、
経
験
し
ま
し
た
。

町
の
魅
力
や
農
家
の
苦
労
。

物
事
を
多
面
的
に
見
る
力
。

物
や
お
金
の
価
値
を
考
え
た
こ
と
。

農
家
や
企
業
と
協
力
し
、

サ
ラ
ダ
玉
ね
ぎ
を
完
売
さ
せ
た
こ
と
。

こ
れ
ら
は
、
小
学
生
が
こ
の
先
、
困
難
に

ぶ
つ
か
っ
た
と
き
に
、
乗
り
越
え
る
た
め

の
糧
と
な
る
で
し
ょ
う
。

サ
ラ
ダ
玉
ね
ぎ
の
魅
力
、
町
の
魅
力
、

生
産
者
の
思
い
を
消
費
者
へ
届
け
る

「
ア
グ
リ
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
レ
ン
ジ
事
業
」。

そ
れ
は
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
教
育
の
枠
に

と
ど
ま
ら
ず
、
津
奈
木
町
の
農
業
発
展
へ

の
種
ま
き
と
な
り
、
小
学
生
の
未
来
へ
と

エ
ー
ル
を
届
け
る
取
り
組
み
と
な
る
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
【
特
集
】
思
い
を
、
届
け
る
。（
完
）
―

2005 年に株式会社食文化に入社、201
3 年取締役就任。現在は豊洲市場を活動
拠点に「食のトータルプロデューサー」と
して、こだわり食品の仕入れ、プロデュー
ス、マーケティング業務に従事。前職で
のオーガニック食品専門店を含めて 23
年におよぶ販売経験を生かし、行政、ＪＡ、
企業と共に全国各地の商品プロデュース
やマーケティング業務にも関わる。「商品
の魅力を引き出し、伝えたい」という思
いを胸に、豊洲市場ドットコムなど、通
販サイトを立ち上げ、生産者と消費者と
のつながりを全国に広げている。

【プロフィール】


